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目次 

１. はじめに 

 

２. この一年の主な成果 
  ２－１．コンテナ内二段積み付けラック 
  ２－２．リアルタイムカーゴケア 
  ２－３．重量物輸送 

   

３. ＣＡコンテナによる農産物輸出 

   

４. まとめ  
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結露防止シート 

防熱シート 

輸送効率 

鮮度保持 

２－１．コンテナ内二段 
積み付けラック 

３．CAコンテナ等の 
利用法 

温度 

定温輸送 

２－２．重量物輸送 

２－３．リアルタイムカーゴケア 湿度 

・貨物事故予防 
・効率向上 

防振パレット 振動 
衝撃 

位置 

１．貨物事故予防・効率向上のソリューション 



4 4 © Copyright 2013 

Monohakobi Technology Institute 

Monohakobi 

Technology Institute 

２－１．コンテナ内二段積み付けラック（概要） 

コンセプト 

取付状況 コルゲートの凹に吊棒設置 

ラッシングリング 
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２－１．コンテナ内二段積み付けラック（強度解析・試験） 

ＦＥＭ強度解析 

静的応力試験 疲労寿命確認試験 

最大傾斜・ローリング・ピッチング・連続加振 

振動台（ＭＣＳ）
による試験 
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２－１．コンテナ内二段積み付けラック（仕様） 

方式 
ラッシングリングを利用した 
吊り下げ式着脱可能ラック 

主要 
構成 
部品 

デッキパレット 6枚 

デッキブラケット 20本 

サイドレール 6m×4本 

積載可
能重量 

600kg/パレット×6枚＝3,600kg 

重量 670kg 

その他 
特徴 

返送時は21セットを 
1コンテナに積載可能 

デッキブラケットの長さを変える事
で、上下空間の高さ変更が可能 

主な仕様 

段積み荷姿 
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フォークポケット 

２－２．重量物輸送（コンテナ構造と重量物の積載状況） 

クロスメンバ コンテナ床構造 

コンテナ下面視 

重量物積載のイメージ図 

感圧紙 
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２－２．重量物輸送（荷重分布確認方法） 

感圧紙発色の原理 
感圧紙 

濃度と圧力のチャート 

濃度 

圧力 
 

感圧紙発色の状況 

発色 

富士フィルムH/Pより引用 
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クロスメンバーの両端に荷重が分布している 
→ 発生する応力が少ない 
→ 梱包によってクロスメンバーにかかる荷重の位置を制御し、 
   コンテナ化することで貨物輸送の効率化を図る 
 

２－２．重量物輸送（荷重分布状況） 

荷重分布 クロスメンバー 

両端に荷重が 
分布している 

クロスメンバーに掛かる荷重を計測し、 
   梱包によって応力を制御する方法を提案しています。 
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GPS 

携帯電話通信 インターネット 

加速度 

温度 

アラートメール 

スマートフォン 
iPad 

２－３．リアルタイムカーゴケア 

湿度 

•貨物の輸送環境を、各種のセンサ情報とGPS情報を携帯通信網を利用し、遠 
  隔で、リアルタイムで「見える化」したシステム 
•設定した温度、衝撃を超えた場合に、リアルタイムに、アラートメールを配信 
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２－３．リアルタイムカーゴケア 

電池 

システム一式 

右：GPSアンテナ 

加速度センサ 

温湿度センサ 

左：通信アンテナ 

通信制御装置 
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２－３．リアルタイムカーゴケア 

加速度アラーム発生状況 

３Ｇ以上を検知 

アラートメール受信 
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航空輸送 海上輸送 

運賃 高い 安い 

Ｔｒａｎｓｉｔ Ｔｉｍｅ 短い 長い 

鮮度への影響 小さい 大きい 

CAコンテナ等の利用により 
 
 鮮度保持のニーズにお応え 
 経済戦略にも貢献 

３－１．ＣＡコンテナによる農産物輸出 
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ＣＡ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ａｔｍｏｓｐｈｅｒｅ）：空気組成の制御 

ＣＡを用いることにより、呼吸量を抑えることができる 

酸素 二酸化炭素 養分 

収穫後→呼吸継続→養分消費→鮮度低下 

大気 ＣＡ制御 

O2 
20.9% 

CO2 
0.03% 

N2 
90% 

O2 
5% 

CO2 
5% 

３－２．ＣＡとは 

CO2 
10% 

O2 
10% 

N2 
80% 

呼吸による自然変化 

N2 
78.1% 
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３－３．ＣＡ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ａｔｍｏｓｐｈｅｒｅ）の原理 

Ａｃｔｉｖｅ Ｔｙｐｅ 

Ｐａｓｓｉｖｅ Ｔｙｐｅ 
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排
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二酸化炭素
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経過日数（日） 
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0

30

9/17 9/18 9/19 9/20 9/21 9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 10/1 10/2

酸素濃度（％）

二酸化炭素濃度（％）

３－４．品物ごとの最適輸送環境と将来への取り組み 

品目 
春菊 白葱 大根 
水菜 舞茸 さつま芋 
小松菜 しめじ いちご 
レタス トマト 巨峰 
キャベツ ミニトマト 

経過日数（日） 

濃
度
％ 

２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ 
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 多くの品目でＣＡの効果あり 
 酸素濃度を下げるだけでも効果あり 

３－４．品物ごとの最適輸送環境と将来への取り組み 



18 18 © Copyright 2013 

Monohakobi Technology Institute 

Monohakobi 

Technology Institute 

→ ＣＡコンテナに加湿器を設置した、 
   追加試験を検討 

→ 最適なＣＡ環境を見直す 

春菊－変色 

３－４．品物ごとの最適輸送環境と将来への取り組み 

いちご－カビ 
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３－４．品物ごとの最適輸送環境と将来への取り組み 

組み合わせによって、熟成を速める相互作用（悪影響）がある 
 
日本からの輸出物の組み合わせを考える必要がある。 
 
 
 

農産物 
 
それぞれ異なった特性がある 

鮮度低下 
匂い 
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３－４．品物ごとの最適輸送環境と将来への取り組み 

庫内環境 
 

 酸素濃度 
 

 二酸化炭素濃度 
 

 温度 
 
 湿度 
 
 etc 

海上輸送が可能な品物の特定 
冷凍コンテナに混載可能な品物のグループ分け 
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おわりに  

 貨物を守る 

貨物品質を支える 

今後もお客様が困っていることに全力で取り組みます 

ＭＴＩでは貨物事故予防及び輸送効率向上に継続的に取り組んで参りました 

 輸送効率を向上させる 

業界関係者と協力して研究・開発を行う 


